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授業概要  

本講義では、生涯学習及び社会教育の本質と意義の理解を図り、教育に関する法律・自治体行財政・施策、

学校教育・家庭教育等との関連、並びに社会教育施設、専門的職員の役割、学習活動への支援等の基本を学習

する。講師から解説するだけではなく、生涯学習の方法論を体験しながら学習を行う。 

授業計画  

 
第 1 回 オリエンテーション 

第 2 回 今なぜ生涯学習が必要なのか 

第 3 回 教育の原理と社会教育 

第 4 回 社会教育に関する法令と施策 

第 5 回 社会教育行政の意義と役割 

第 6 回 生涯学習の方法・形態 

第 7 回 生涯学習関連施設への訪問（課外学習） 

第 8 回 情報からの学習－図書館 

第 9 回 「もの」からの学習－博物館 

第 10回 生涯学習施設－公民館 

第 11回 地域の人々の相互学習－NPO 

第 12回 学校教育との連携 

第 13回 情報技術と生涯学習 

第 14回 プログラム評価 

第 15回 生涯学習・社会教育指導者の役割 

第 16回  

  
到達目標  

・生涯学習及び社会教育の本質と意義について理解する。 

・自分の目指す領域の、生涯学習における位置づけを理解する。 

・生涯学習の方法論を企画・実践することができる。 

履修上の注意  

・授業中は、講師からの説明だけでなく、受講者同士での話し合いや活動の機会を多く設ける。 

・他の受講生とも協力しながら、主体的に授業に参加することを求める。 

・授業内で、生涯学習に関する発表を行うことが単位習得の必要条件である。 

・発表の内容や形式については、履修者の人数によって適宜調整を行う。 

予習・復習  

社会教育施設などの生涯学習関連施設に、一度は訪問・調査を行う時間外学習が必須である。 

評価方法  

授業内発表 5０％、受講態度 5０％ 
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